
広報　しょうわ　7月号   1415   広報　しょうわ　7月号

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

  

（
少
女
バ
レ
ー 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

練 習 日　木・金曜日　午後 5 時～ 7 時 30 分

　 　 　　土・日曜日　試合または練習

練習会場　昭和町総合体育館ほか

問 合 せ　町教育委員会　生涯学習課（☎ 275-8641）

　
第
29
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ブ
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４
月
か
ら
６
名
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員
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え
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６
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名
の
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バ
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て
仲
間
を
思
い
や
り
、
「
チ
ー
ム
の
た
め
に
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習
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楽
し
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見
に
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て
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さ
い
。

　私が専門とする麻酔科ですが、近年一般の方々の理解も

飛躍的に高まってきていることを実感しています。麻酔科

医は手術室内の麻酔管理を行うのみならず「周術期管理医」

という考え方の下で、術前診察・術前の相談、術中、術後

の管理等を行っています。

1. 手術室での麻酔について

　局所麻酔のみで行われる一部の手術以外の麻酔は基本的

には麻酔科医が担当します。手術内容や患者さんの状態に

あわせて、全身麻酔、硬膜外麻酔、脊髄くも膜下麻酔、そ

の他の伝達麻酔、それらの組み合わせ等、最適な麻酔方法

が選択されます。全身麻酔での手術が必要な場合には手術

中・手術後の痛みを軽減するため全身麻酔に硬膜外麻酔な

どを併用しています。また PCA（患者自己調節鎮痛）ポ

ンプ（硬膜外用、静脈点滴用）を積極的に使用しています。

2. ペインクリニックについて

痛みを感じる患者さんに対してペインクリニック診療

　麻酔科医の仕事について

を積極的に行っています。ペインクリニック外来では疼痛

のある患者を主に神経ブロックや薬物療法などで治療して

います。頻度の多い疾患は帯状疱疹後神経痛や頭頚部・腰

痛疾患です。また、東洋医学的手法も取り入れ、針治療、

漢方薬処方なども行っています。その他、顔面痙攣・眼瞼

痙攣に対するボツリヌス毒素注入療法などの治療が行われ

ています。

3. 緩和ケアチーム（医療チームセンター）について

　末期癌の患者さんなどの苦痛を和らげ、人生の最期を安

心し充実して迎えられることを主眼とする「緩和ケアチー

ム」としての活動も重要な任務の一つです。平成 16 年 5

月の緩和ケア診療算定開始に伴い、中央診療部門に医療チ

ームセンターとして設置されました。当初は緩和ケアチー

ムおよび褥瘡対策チームの 2 チームでしたが、平成 19 年

4 月より栄養サポートチームが加わり、現在 3 つの医療チ

ームがそれぞれの専門領域を生かして病院内で積極的に活

動しています。医療チームセンターの主たる業務は、職場

を超えたスタッフが協働して、入院患者を対象として診療・

看護支援を行うことです。山梨大学医学部附属病院では全

国的にも最上位にランクされ得る質の高い緩和ケア活動を

極めて精力的に行っています。

4. 最後に

　麻酔科医の仕事は間口、裾野がますます拡大し、活躍で

きる分野も飛躍的に増加しています。皆さんも痛み、手術

等で何かお困りのことがありましたら、我々麻酔科医にお

気軽にご相談下さい。心よりお待ちしております。

　　　　　企画　財団法人　里仁会

山梨大学医学部附属病院　　　　　

麻酔科学講座教授　松川　隆

Healthみなさんの

健康け
ん
こ
う

◆町長と語らいのとき
　日時　7 月 7 日（水）

　　　　午後 1 時 30 分～ 4 時

　場所　町長室

＊あらかじめ総務課まで

　ご連絡ください。

　（☎ 275-8153）

◆行政相談
　日時　7 月 21 日（水）

　　　　午後 1 時～ 3 時

　場所　中央公民館 2 階

◆消費生活無料相談

　日時　7 月 9 日（金）

　　　　　午前 10 時～正午

　場所　中央公民館２階

＊直接会場へおこしください。

　お問合せは企画財政課

　まで（☎ 275-8154）

◆教育相談
　日 時　随 時（ 水・ 金・ 土・

　　　　日曜日、祝日は除く）

　　　　午前 9 時～午後 4 時

　場所　中央公民館２階

＊直接会場へおこしください。

　問合せは、町教育カウンセラー

　まで（☎ 275-6951）

◇心配ごと相談
　日時　7 月 14 日・28 日

　　　　 （毎月第 2・4 水曜日）

　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

　場所　社会福祉協議会

＊あらかじめ

　町社会福祉協議会までご連絡

　ください。

　（☎ 275-0640）

◇結婚相談
　日時　7 月 10 日・24 日

　　　　 （毎月第 2・4 土曜日）

　　　　午後1時30 分～4時

　場所　総合会館 2 階

＊直接会場へおこしください。

　お問合せは、町結婚相談所

　まで（☎ 275-1881）

◆ボカシつくり会
　日時　7 月 21 日（水）
　時間　午後 1 時～
　場所　総合会館裏
　環境経済課まで
　（☎ 275-8355）

◆町へのご意見箱（ホームページ）
＊ご意見やご要望、日ごろ町
　政についてお気付きの事を、
　町のホームページからお寄
　せください。

相談です

お知らせ

善意ありがとうございます！

5 月 28 日（金）山梨中央ロータ

リークラブ（鮎川一明会長）様

より創立 30 周年を記念して、記

念品「長椅子」三脚のご寄贈を

いただきました。今後有効に活

用させていただきます。

善意ありがとうございました。

5 月 13 日（木）押越在住の花形幹雄様よ

り「障害福祉施策の充実のためご活用く

ださい」と善意をいただきました。

　　金　10 万円

善意ありがとうございました。

なお、4 月 29 日（木）「春の叙勲」受章

者が発表され、花形様におかれましては

「旭日単光章」を受賞されました。おめで

ございます。花形様は山梨県視覚障害者

福祉協会会長などを歴任し、障害者福祉

の充実のため長年ご尽力されてきました。

自動交付機停止のお知らせ

庁舎正面玄関に設置してあります

「自動交付機」は、機種入替え作

業を行うため、次の期間はご利用いた

だくことができません。

　7 月 30 日（金）　午後 5 時 30 分～

　7 月 31 日（土）　終日

　8 月 1 日（日）　終日

利用者の皆さまにはご不便をお掛けい

たしますが、どうぞご理解とご協力を

よろしくお願い致します。

■問合せ

　町民窓口課町民係（☎ 275-8264）

善意ありがとうございます！

みなさまに報告します

平成 21年度　情報公開・個人情報保護開示請求件数

情報公開

●個人情報保護条例に基づく開示請求

実施機関名 請求件数 開示状況

町長部局 1件 全部開示

●情報公開条例に基づく開示請求

実施機関名 請求件数 開示状況

教育委員会部局 １件 全部開示
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種　　　類 処 理 量 ( ｔ ) 比較増減（ｔ） 前 年 度 比

燃 え る ゴ ミ ３，２５０．４５ ↓３２．３９ ０．９９

燃 え な い ゴ ミ ２２２．０１ ↓　３．８４ ０．９８

粗 大 ゴ ミ ４９９．２７ ↓６４．５１ ０．８９

資

　

　

源

　

　

物

ア ル ミ 缶 １３．７９ ↓　０．０３ １．００

ス チ ー ル 缶 ２２．３７ ↓　１．９２ ０．９３

空 き び ん ３１．０８ ↑　３．４１ １．１２

新 聞 紙 ３２１．８６ ↓　６．０４ ０．９８

雑 誌 ・ 雑 紙 ４２７．２８ ↓２２．８９ ０．９５

ダ ン ボ ー ル ２１１．８９ ↑　３．７３ １．０２

紙 パ ッ ク ５．５２ ↑　０．０５ １．０１

ミ ッ ク ス ペ ー パ ー ２５．３６ ↓　０．４９ ０．９８

ペ ッ ト ボ ト ル ３６．０３ ↑　１．２４ １．０４

発 泡 白 色 ト レ イ １．１２ ↑　０．４３ １．６２

そ の 他 プ ラ ス チ ッ ク ５３．７１ ↑　０．３０ １．０１

乾 電 池 ３．２１ ↓　０．４６ ０．８７

剪 定 枝 １９．２０ ↑　１．００ １．０５

蛍 光 灯 ０．６４ ↑　０．１１ １．２１

計 １，１５３．２２ ↓２１．０６ ０．９７

合 　 　 計 ５，１４４．７９ ↓１２１．８０ ０．９８

リサイクル率（％） ２２．８０ ２２．７( 前年度 )

犬のしつけ方教室のご案内犬のしつけ方教室のご案内犬のしつけ方教室のご案内
日　　時　7月9日〔金〕

　　　　　午後1時30分から受付　午後2時から講義・実演（約2時間）

場　　所　甲府市環境センター 3階「大会議室」　甲府市上町601-4

参 加 料　　　　　参加希望の方は、前日までに電話で申し込みをしてください。

注意事項　愛犬の同伴参加はできません。

山梨県動物愛護指導センター（☎273－5034）

無 料

申し込み・お問い合わせ 

　前年度に一般家庭から出た総量は、5,145ｔで、20年度に比べ122ｔの「減量」となりました。そのうち、資源物

（リサイクル品）は、1,153ｔでした。

　リサイクル率（総処理量に対する資源物の割合）は、22．８％で、皆さまのご協力により前年度より0.1％の上

昇となりました。今後もより一層のゴミの分別および減量化・資源化にご協力をお願いします。なお、前年度に

一般家庭から出たゴミを処理するのに、年間およそ２億３千５百万円（町民１人当たり約13,800円の負担）の経

費（清掃センターゴミ処理事業負担金、ごみ収集運搬委託料など）がかかりました。

※ 7月の粗大ゴミの日は、28日（水）になります。荷札をしっかり付けて指定の場所へ出してください。粗大ゴミは、指定ゴミ袋に入らないものに限ります!!

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん

　いよいよ本格的な夏山シーズンが到来しました。

　暑い日々が続く中「涼」を求めて夏山登山に出掛

ける方もいらっしゃると思います。

　しかしながら、天候の変わりやすい山岳地は危険

がつきものです。

　自分の体力を過信することなく、体調不良や天候

が崩れた時は早めに下山するなどして、未然に事故

を防ぐよう気をつけるとともに、遭難に遭わない

（起こさない）ため、次のことに注意してください。

① 体力・技術にあった山を目標に、経験のあるリー

ダーを中心に余裕のある計画の基に行動する。

② 登山計画書を作成し、警察、職場、学校などに提出

するとともに、家族や知人などにも行動予定を知

らせておく。

③行動は、「早立ち・早着き」を原則とする。

④ 体調不良や天候が崩れたときは、無理な行動を避

け、山小屋などへ避難するか引き返す勇気を持

つ。

⑤単独登山は慎む。

※ 登山の大原則は、時代が変わろうと「オウンリス

ク」（自己責任）です。

　このことを念頭に、他人に迷惑をかけない山行が

大切です。

　まもなく夏休みとなります。この時期は開放感か

ら生活のリズムが乱れがちになります。

　生活環境の変化に伴い、家出や飲酒・喫煙等の不

良行為や薬物乱用等の非行など、子どもが夏休みを

境として非行に走るケースも少なくありません。

　親子のコミュニケーションを取ることで、子ども

は家庭での自分の存在感を実感し、不安を解消する

とともに、将来への希望を見いだせるなど家庭の在

り方は子どもの将来にとって重要な役目となりま

す。

　南甲府警察署では、学校をは

じめ関係機関との連絡を一層緊

密にしながら、有害環境浄化活

動や街頭補導などを更に強化

し、青少年の健全育成に向けた活

動を強力に推進しております。

　家庭、学校、地域等、少年を取り巻く社会の大人達

の在り方が問われています。

　広く皆様方のご協力をお願い致します。
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未成年の喫煙は
絶対にダメ！

問合せ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）
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夏休み中の少年非行防止 夏山登山の季節到来！

短
歌

南甲府警察署通信

■問い合わせ
環境経済課（☎275-8355）

NO.27

環境衛生係からのお知らせ
前年度は一般家庭からのゴミの総量は減少！　リサイクル率は22.8％を達成しました！
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＊あらかじめ社会福祉法人昭和町社会福祉協議会までご連絡ください。（☎ 275-0640）

URL http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html 

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864　昭和町押越 616 ☎ 275-0640　FAX275-6497

－社協だより－

まごころ　第155 号

7 月の予定 ( 時間・場所等については、社協にお問合せください )

7 月 1 日・8 日・15 日
22 日・29 日 ( 毎週木曜日 )

運動指導事業（健康体操教室）

7 月 5 日 ( 月 ) いきいきふれあいサロン河西

7 月 20 日 ( 火 ) 西条一区いきいきふれあいサロン

7 月 20 日 ( 火 ) ふれあいサロン押越

7 月 21 日 ( 水 )
ボランティアサロン
コーディネーター講習会

7 月 22 日 ( 木 ) いきいきふれあいサロン上河東

い
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を
開
催

し
て
い
ま
す
。
体
を
気
持
ち
よ

く
動
か
し
た
り
、
大
き
な
声
で

歌
を
歌
っ
た
り
し
て
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
私
た
ち
写
真
部
は
、
現
在
13

名
程
の
会
員
で
す
が
、
年
間
を

通
じ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、

年
６
回
の
会
合
、
ま
た
、
各
種

展
示
会
と
写
真
を
撮
る
こ
と
の

楽
し
さ
か
ら
、
全
員
参
加
の
撮

影
会
を
年
４
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
撮
影
場
所
へ
の
移
動
は
、

町
の
バ
ス
を
お
借
り
し
て
い
ま

す
。
春
は
梅
・
桜
、
夏
は
百
合
、

そ
し
て
秋
に
は
紅
葉
と
、
自
然

の
美
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
か
皆
で
楽
し
く
勉
強
し
な

が
ら
よ
り
良
い
作
品
創
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

作
品
は
町
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
を

は
じ
め
と
し
て
他
の
会
場
等
に

展
示
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
の
知
識
が
全
く
な
い

方
で
も
、
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導

致
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
入
部

し
て
く
だ
さ
い
。
入
部
ご
希
望

の
方
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５-

０
６
４
０
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

▲富士芝桜公園で記念撮影

 

今
回
は
、
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
『
写
真
部
』
の
活
動
に
つ
い
て
、
部
長
の

志
村
勝
蔵
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
教
室
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲音楽療法の様子

婚活の登録者募集中！

昭和町結婚相談所では、男女の ｢ 紹介・結婚

相談 ｣ を無料で行っています。気軽にご利用

ください。

■対象者　男性 50 歳、女性 45 歳まで

■問合せ　町結婚相談所 (☎ 275-1881)

　「
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和
」
な
ん

て
素
敵
な
名
前
で
し
ょ
う
。

　
私
が
こ
の
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

前
か
ら
、
昭
和
町
の
男
女
共
同
参
画
推

進
活
動
は
こ
の
よ
う
な
名
前
で
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
今
で
も
ま
れ
に
、
「
男
女
共
同
参
画

推
進
」
を
女
性
の
地
位
の
向
上
だ
け
を

目
的
と
し
て
い
る
活
動
で
は
？
と
誤
解

さ
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
男
性
が
育

児
・
介
護
休
暇
を
と
り
や
す
く
な
っ
た

の
も
、
主
夫
と
し
て
家
事
を
担
っ
た
り
、

弁
当
男
子
な
ん
て
若
者
が
増
え
て
き
た

の
も
、
こ
の
活
動
の
成
果
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
推
進
委
員
の
活
動
は
、
確
か
に
家
庭
、

職
場
、
地
域
の
男
女
の
不
平
等
を
切
り

口
に
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
は
性
差
が
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い

か
ら
で
す
。
目
的
は
す
べ
て
の
立
場
の

人
た
ち
の
生
き
る
権
利
を
守
る
こ
と
で

す
。

　
性
別
だ
け
で
な
く
、
年
齢
も
、
人
種

も
、
考
え
方
も
、
生
き
方
も
、
ひ
と
そ

れ
ぞ
れ
違
ま
す
。
そ
の
違
い
が
そ
の
人

ら
し
さ
で
す
ね
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
て
認
め
合
い
「
共
に
生
き

る
」
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
、
自
ら

も
、
家
族
も
職
場
も
地
域
も
生
き
活
き

と
輝
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の

昭
和
町
を
そ
ん
な
輝
く
町
に
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
推
進
委
員
と
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
委
員
　
吉
岡
　
初
枝

今
年
も
地
区
愛
育
会
で

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の

申
し
込
み
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
！

昭

和

共
に

き 

輝
け

活い

昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

き

生い

No.69

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局
　
役
場
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５
・
８
１
５
４
）

こんにちは！愛育会です！事務局
役場いきいき健康課

（275-8785）

NO.38

愛
育
班
員
を
通
し
て
申
し
込

ま
れ
た
方
に
は
、
８
月
に

「
子
宮
頸け

い

が
ん
受
診
票
」
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
が
12
月
末

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
早

目
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
愛
育
会
を
通
し
て
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
毎

月
の
健
康
相
談
日
に
総
合
会
館

で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
が
受
診
さ
れ
る
事
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

　
執
行
部
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

　
　
　
会
　
長
　
廣
瀬
は
る
み

　
　
　
副
会
長
　
尾
曽
　
正
子

　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
清
美

地
区
班
員
研
修
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

昭
和
町
母
子
愛
育
会
で
は
、

『
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

～
「
愛
育
の
こ
こ
ろ｣

で
地
域
を

健
康
に
し
よ
う
～
』
を
テ
ー
マ

に
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
地
域
の
す
べ
て
の
方
の

健
康
づ
く
り
の
支
援
を
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
愛
育
の
基
本
を
学
び
、
日
頃

の
生
活
の
中
で
の
「
気
づ
き
」

を
も
と
に
し
て
、
健
康
で
住
み

よ
い
町
に
し
て
い
く
た
め
の
活

動
が
出
来
る
よ
う
、
班
員
が
研

修
し
て
い
ま
す
。

推
進
委
員
活
動
に
参
画
し
て
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押
原
の
杜

　
緑
の
音
色

　

五
月
中
旬
、
新
緑
に
萌
え
る
押
原
の

杜
を
借

し
ゃ
っ
け
い

景
に
、
本
校
一
階
の
多
目
的
ホ

ー
ル
で
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

川
口
聖
加
さ
ん
を
中
心
に
、
八
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
ポ
ッ
プ
ス
と
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
絶
妙
に
と
け
合
わ
せ
た
歌
と
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
二
百
五
十
人
ほ

ど
の
方
が
ホ
ー
ル
に
集
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
背
後
で
は
杜
の
新
緑
が
日
差

し
に
輝
き
、
ホ
ー
ル
に
響
く
音
色
は
、

五
月
の
風
の
よ
う
に
、
耳
と
肌
を
心
地

よ
く
な
で
ま
し
た
。
五
感
に
し
み
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

「
ぜ
ん
ぶ
が
、き
れ
い
で
し
た
」と
は
、

来
場
し
た
あ
る
小
学
生
の
感
想
。
コ
ン

サ
ー
ト
の
雰
囲
気
を
言
い
当
て
て
妙
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
修
学
旅
行

　

四
月
十
六
日
（
金
）
か
ら
十
八
日

（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、
三
年
生
は
京

都
・
奈
良
方
面
へ
の
修
学
旅
行
に
参

加
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
雨
の
降
る

中
、
法
隆
寺
や

東
大
寺
へ
。
大

仏
を
は
じ
め
と

す
る
奈
良
の
文

化
財
の
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
は

京
都
一
日
自
主

見
学
、
バ
ス
を
間
違
え
た
り
す
る
ト

ラ
ブ
ル
も
、
自
分
で
考
え
た
り
、
班

員
み
ん
な
の
力
で
乗
り
越
え
た
り
し

な
が
ら
、
京
都
の
「
和
の
心
」
に
触

れ
た
一
日
で
し
た
。
三
日
目
の
ク
ラ

ス
別
研
修
を
終
え
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お

り
に
帰
着
し
ま
し
た
。
一
生
の
思
い

出
と
な
る
三
日
間
で
し
た
。

　
宿
泊
研
修

　

一
年
生
は
、
五
月
十
一
日
（
火
）・

十

二

日
（

水

）

の
一
泊
二
日
で

宿
泊
研
修
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
小
雨

の
中
、
八
ヶ
岳

「
美
し
森
」
登
山

を
途
中
ま
で
元

気
に
行
い
、
体
育
館
で
の
竹
ト
ン
ボ
作

り
や
ミ
ニ
運
動
会
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
二
日
目
は
野
外
炊
飯
や
勤
労
体
験

を
班
員
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
、
学
年
や
ク
ラ
ス
の
絆
が

深
ま
っ
た
二
日
間
で
し
た
。

　
わ
が
校
の
展
望
タ
ワ
ー

　

押
原
小
の
シ
ン
ボ
ル
・
蛍
の
櫓

や
ぐ
ら

か
ら

の
眺
望
は
絶ぜ

っ

か佳
で
す
。
昭
和
町
は
も
と

よ
り
、
甲
府
盆
地
に
折
り
重
な
る
建
物

と
、
そ
の
間
を
複
雑
に
縫
う
道
路
網
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
よ
り

三
百
六
十
度
切
れ
間
な
く
櫛し

っ

ぴ比
す
る

山
々
の
展
望
は
圧
巻
で
、
昭
和
町
が
盆

地
の
へ
そ
4

4

に
位
置
す
る
町
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

北
に
甲
州
の
北
の
鎮し

ず

め
（『
甲
斐
国

志
』）・
金
峰
山
の
偉い

よ

う容
。
手
前
に
黒
富

士
、
茅
ヶ
岳
の
火
山
群
が
立
ち
並
び
、

左
奥
に
八
ヶ
岳
の
ノ
コ
ギ
リ
頭
が
天
を

切
り
刻
ん
で
い
ま
す
。
西
に
は
南
ア
ル

プ
ス
連
山
と
そ
の
前
衛
の
山
々
。
標

高
三
千
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
間
ノ
岳
・

農
鳥
岳
が
紫
色
の

山

肌

を

輝

か

せ
、

北
岳
は
頭
だ
け
を

ち
ょ
こ
ん
と
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
す
。

　

東
か
ら
南
に
か
け
て
は
、
大
菩
薩
嶺

を
盟
主
と
す
る
小
金
沢
連
嶺
、
御
坂
山

塊
の
山
並
み
が
横
た
わ
り
、
残
雪
の
白

線
を
引
い
た
富
士
山
が
、
そ
の
上
に

泰た
い
ぜ
ん
じ
じ
ゃ
く

然
自
若
の
構
え
で
す
。

　

蛍
の
櫓
を
、
地
域
学
習
や
社
会
・
理

科
な
ど
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
本
校
で
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
是
非
お
気
軽
に
、
盆
地
の
へ
そ

の
展
望
タ
ワ
ー
・
蛍
の
櫓
を
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。

　
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

　

四
月
六
日
の
入
学
式
か
ら
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
一
学
期
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
子
ど
も

た
ち
は
教
室
や
運
動
場
で
の
授
業
と
と

も
に
、
様
々
な
場
所
で
学
習
を
積
み
ま

し
た
。

　

一
年
生
は
、
学
校
の
隅
々
を
探
検
。

職
員
室
へ
の
入
り
方
、
特
別
教
室
の
使

い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
二
年
生
は

生
活
科
で
校
区
を
巡
り
、
道
ば
た
の
自

然
や
、
商
店
・
公
共
施
設
を
見
学
。
三

年
生
・
四
年
生
は
、
社
会
や
理
科
の
学

習
と
し
て
町
外
へ
出
か
け
、
工
場
・
ダ

ム
施
設
・
消
防
署
・
科
学
館
な
ど
で
目

的
に
沿
っ
た
学
習
を
行
い
、
五
年
生
は

八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
で
、
仲
間
と
寝

食
を
共
に
し
つ
つ
自
然
体
験
活
動
を
実

践
し
ま
し
た
。
六
年
生
は
、
二
泊
三
日

の
修
学
旅
行
で
鎌
倉
や
首
都
圏
に
お
も

む
き
、
歴
史
や
文
化
、
産
業
や
政
治
等

に
つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
実
物
を
自

分
の
目
で
確
か
め
た
り
、
体
験
を
通
し

て
学
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
、

認
識
と
理
解

を
深
め
ま
す
。

　

大
い
に
見

聞

を

広

め
、

豊
か
な
経
験

を
積
ん
だ
一

学
期
で
し
た
。

四
月
か
ら
五
月
の
各
学
年
の
ス
タ
ー
ト
の
時
期
に
、
今
年
も
「
修
学
旅
行
」、「
ふ

る
さ
と
探
訪
」、「
宿
泊
研
修
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
標
を

意
識
し
な
が
ら
生
徒
同
士
が
協
力
し
、
力
を
合
わ
せ
る
な
か
で
、
た
く
さ
ん
の
学

び
や
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
探
訪

　

五
月
二
十
一
日
（
金
）
に
二
年
生
は
、

一
日
か
け
て
県
内
各
地
の
施
設
や
名
所

を
巡
る
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
に
出
か
け

ま
し
た
。
直
前
の
コ
ー
ス
変
更
な
ど
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
快
晴
で
、

ど
の
グ
ル
ー
プ

も
元
気
よ
く
出

発
し
て
い
き
ま

し
た
。
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
バ
ス
や
電
車
を

使
っ
て
事
前
学
習
の
成
果
を
そ
の
目
で

確
か
め
て
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
に
つ

な
が
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
感
動
の
ド
ラ
マ
連
続･･･

　
　
　
　
　
　
　
修
学
旅
行

　

「
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
協
力
し
て
、

楽
し
い
修
学
旅
行
に
し
よ
う
。」
を
テ

ー
マ
に
し
て
、
五
月
十
一
～
十
三
日

ま
で
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
年
生
の
三
学
期
か
ら
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
修

学
旅
行
。
そ
の
中
で
も
一
日
目
に
行

わ
れ
た
「
班
ご
と
の
鎌
倉
散
策
」、
こ

れ
こ
そ
、
本
校
の
修
学
旅
行
の
中
心

的
活
動
に
位

置
づ
け
て
き

た

も

の

で

す
。
歴
史
的

建
造
物
は
も

と
よ
り
家
並

み
な
ど
、
鎌

倉
情
緒
を
満

喫
し
、
そ
れ

ぞ
れ
古
都
鎌

倉
で
往
時
を

偲
ん
だ
六
年
生
。
ど
の
班
も
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
計
画
に
よ
り
、
自
分
た
ち
だ

け
の
鎌
倉
自
主
見
学
、
と
て
も
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
政
治
経
済
の
中
心
地

東
京
。
国
会
議
事
堂
で
は
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
し
か
見
る
こ
と
の
な
い
議

場
を
間
近
に
見
て
、
そ
の
厳
粛
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

の
最
大
最
高
の
見
学
場
所
、
い
や
訪
問

場
所
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」、

二
日
間
の
疲
れ
も
何
の
そ
の
、
和
や
か

で
和
気
あ
い
あ
い
の
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、

学
校
内
で
は
学
べ
な
い
多
く
の
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
♪
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　
五
月
二
十
七
日
、
「
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
ぽ
か

ぽ
か
」
と
は
、
全
国
的
に
活
動
を
展

開
す
る
音
楽
集
団
で
す
。

  

そ
の
リ
ー
ダ
ー
橋
井
晴
彦
氏
は
、
教

科
書
掲
載
曲
「
風
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

の
作
曲
者
で
も
あ
り
、
当
日
も
各
教

室
か
ら
直
前
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
大

き
な
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

 

そ
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
本
番
。

世
界
各
国
の

楽
器
の
紹
介

を
含
め
、
「
聴

く
・

歌

う
・

踊
る
・
手
話

を
す
る
」
活

動
が
展
開
さ

れ
、
す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
体

育
館
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
音
楽
の
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　「
東
海
地
域
に
大
規
模
地
震
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
（
警
戒
宣
言
）」
と
の
想

定
の
も
と
に
、
全
校
児
童
の
引
き
渡

し
訓
練
を
五
月

十

八

日
（

火

）

に
行
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆

様
方
に
は
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、

当
日
徒
歩
等
で

迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い

へ
ん
ス
ム
ー
ズ
な
引
き
渡
し
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
引
き
渡
し
後
、
親
子
で
通
学

路
の
安
全
点
検
を
行
っ
た
り
、
ゴ
ミ
０

運
動
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
の

下
校
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

◇
体
験
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
◇

目
標
に
向
か
っ
て

み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ
学
校
行
事
！

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

　
鎌
倉
自
主
見
学
！
最
高
！

　
五
月
十
二
日
（
水
）
～
十
四
日
（
金
）

に
六
年
生
は
、
待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅

行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
は
、
ぐ

ず
つ
い
た
天
気
の
中
で
の
鎌
倉
自
主
見

学
で
し
た
が
、
事
前
学
習
の
成
果
も
表

れ
、
と
て
も
内
容
の
濃
い
も
の
で
し

た
。
さ
ら
に
日
頃
の
英
語
活
動
の
応
用

と
し
て
、
実
際
に
外
国
か
ら
の
観
光
客

の
方
と
英
会
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
国
立
科
学
博
物
館
・
第

五
福
竜
丸
展
示
館
・
国
会
議
事
堂
を
見

学
し
ま
し
た
。
三
日
目
は
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
・
東

京
タ
ワ
ー
に
行

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、

保
護
者
向
け
に

三
日
間
の
様
子

を
初
め
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
ブ

ロ
グ
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
自
然
の
中
で
多
く
の
体
験

　

「
団
結
・
協
力
・
笑
顔
、
林
間
学
校

を
成
功
さ
せ
よ
う
！
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
五
年
生
は
、
五
月
二
十
五
日
（
火
）

～
二
十
六
日
（
水
）
に
県
立
な
か
と
み

青
少
年
自
然
の
里
で
林
間
学
校
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
自
然
の
中
を
駆
け
め
ぐ
る
グ
リ
ー

ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
陶
芸
・
紙
す
き
・

草
木
染
め
な

ど
の
体
験
活

動
。
盛
り
上

が
っ
た
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
。
真
っ

暗
な
闇
夜
の

中
、
気
持
ち

を
合
わ
せ
て
歩
い
た
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
。

粉
か
ら
練
り
あ
げ
て
作
っ
た
初
め
て
の

ほ
う
と
う
づ
く
り
体
験
。

　

こ
の
二
日
間
の
体
験
で
ふ
だ
ん
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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▲ 4 月号から 4 コマ漫画「昭和のいち

ごさん」を掲載しています。半年間限

定の連載です。昭和町特産のいちごを

キャラクターに「住みよい昭和町」を

お知らせしていきます！

町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
身近な話題がありましたらご連絡ください！

まちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだい

　
５
月
９
日
・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
、
町
内
の

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
平
成
22
年
度

「
春
の
球
技
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
各
種
目
で
汗
を
流
し
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
で
す
。

第32回地区対抗
壮年男子ソフトボール大会

優　勝　西 条 二 区
準優勝　築 地 新 居
第 3位　飯　　喰、上河東二区

1日目

（常永小G）

第21回地区対抗
ソフトバレーボール大会

優　勝　河 東 中 島 A
準優勝　河 西
第 3位　押 越 B

1日目

（地域交流センター）

第45回地区対抗
野球大会

優　勝　上 河 東 二 区
準優勝　西 条 一 区
第 3位　飯　　喰、河　　西

2日目

（常永小G）

第39回地区対抗
一般男子バレーボール大会

優　勝　西 条 新 田
準優勝　清 水 新 居
第 3位　築地新居、紙漉阿原

1日目

（総合体育館）

第22回地区対抗
グラウンドゴルフ大会

優　勝　河 東 中 島
準優勝　河 　 　 西
第 3位　築 地 新 居

2日目

（釜無G）

第41回地区対抗
ママさんバレーボール大会

優　勝　西 条 二 区
準優勝　押 越
第 3位　紙 漉 阿 原 、 河 西

2日目

（総合体育館）

第51回地区対抗
卓球大会

優　勝　紙 漉 阿 原
準優勝　西 条 一 区
第 3位　西 条 二 区 、 河 西

2日目

（総合体育館武道場）

男子チャンピオン　米倉　克也　
女子チャンピオン　石田とめ子

の
球
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

春

参加者募集！　温水プールからお知らせ

《パンチ＆キック教室》
講　師　橋本先生　　　
定　員　25名
日　時　7月13日～ 9月28日（毎週火曜日）
午後7時30分～ 8時30分（全12回）
申込日　7月10日(土)午前10時から受付い
たします。
持ち物　動きやすい服装、タオル、上履きを
ご用意ください。

《ダンベル体操教室》 
講　師　小林先生　　　定　員　25名
日　時　7月14日～ 9月29日（毎週水曜日）
午後7時30分～ 8時30分（全12回）
申込日　7月10日(土)午前10時から受付い
たします。
持ち物　動きやすい服装、タオル、上履きを
ご用意ください。

《スリム＆シェイプエアロビクス教室》 
講　師　曽根先生　　　定　員　25名
日　時　7月14日～ 9月29日（毎週水曜日）
午後2時～ 3時30分（8/4を除く全11回)
申込日　7月9日(金)午 前10時
から受付いたします。
持ち物　動きやすい服装、タオ
ル、上履きをご用意ください。

《リラックスヨガ教室》 
講　師　永井先生　　　定　員　25名
日　時　7月15日～ 9月30日（毎週木曜日）
午後2時～ 3時（9/23を除く全11回)
申込日　7月11日(日)午前10時から受付い
たします。
持ち物　動きやすい服装、タオルをご用意く
ださい。

《気功・太極拳教室》
講　師　望月先生　　　定　員　25名

日　時　7月15日～ 9月30日（毎週木曜日）
午後7時30分～ 8時30分（9/23を除く全11回)
申込日　7月10日(土)午前10時から受付い
たします。
持ち物　動きやすい服装、タオルをご用意く
ださい。

《ピラティス教室》 
西洋のヨガといわれ、ストレッチを中心とし
た動きで体の奥の筋肉をしなやかで丈夫に
鍛えます。ゆるやかな動きのため幅広い年代
の方にご参加いただけます。
講　師　橋爪先生　　　定　員　25名
日　時　7月16日～ 9月24日（毎週金曜日）
午後7時30分～8時30分（8/13を除く全10回)
申込日　7月11日(日)午前10時から受付い
たします。
持ち物　動きやすい服装、タオルをご用意く
ださい。

【対　象】町内在住の18歳以上の方（高校生を除く）【受講料】すべての教室において300円の施設利用券が必要です。
【申込み】電話またはプールのフロントにて先着順（定員になり次第締め切り）となります。参加するご本人またはご家族の方がお申込みく
ださい。【問合せ】町立温水プール（℡ 275-9811）＊電話での申込みは電話がつながりにくいことがあります。
【注　意】妊婦の方及びお子様連れでの参加はご遠慮ください。申込みされた方のみが参加できます。

ゴムボートで今川を散策しました！

6 月 6 日（日）、紙漉阿原区育成会では「お田植え体験」を行いました。

保育園児や小学生など約 50 名が参加し、泥んこになりながら「もち米」

を植えました。秋には収穫祭を予定しているとのことです。また、お田

植え体験終了後は、ゴムボートに乗って「今川下り」に挑戦しました。

いつもは上からしか見たことがない今川の景色。下からの風景は、子ど

もたちには貴重な体験となったことでしょう。

鎌田川を舞うホタルの光に感動！

昭和町源氏ホタル愛護会と（社）甲府青年会議所は、6 月 6 日（日）

ゆめパーク昭和（押原公園）において「ホタル観賞会」を行いました。

夕方からスタートした観賞会には家族連れを含む約 1,000 名が参加し

ました。ホタル観賞のほかに「エコキャンドル」や「お絵かきうちわ」

の工作なども行いました。鎌田川を舞うホタルの幻想的な光に、参加

者は感動していました。

お田植え体験！

6 月 9 日（水）自主活動グループ

「すっきりしょうわ 」では、上河

東地内の遊休農地を利用して、山

田錦という酒米のお田植えを行い

ました。当日は、第２上河東保育

園の園児にも手伝ってもらいまし

た。出来上がった日本酒には、園

児の手づくりラベルが貼られるそ

うです。
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くらしの情報

INFORMATION CORNER

教育委員会からのお知らせ

募集します！

昭和町タイムリー講座

本と図書館を楽しむ講座

以上の申込み・問合せは、教育委員会生涯学習課（☎ 275-8641）

講　師　　福岡　哲司氏（都留文科大学非常勤講師）

テーマ　　「樋口一葉の図書館通い」

日　時　　7 月 18 日（日）午後 2 時～

会　場　　町立図書館　視聴覚室

　町立図書館は、今年で 20 周年を迎えます。そこで、10

年目に入る「昭和町タイムリー講座」もキーワードを「本

と図書館」として、町立図書館と連携して開催します。

　この機会に図書館を身近に感じてみませんか？

　お子さまの「きこえ」「ことば」のことで不安はありま

せんか。少しでも不安のある方はぜひ、この機会にご相談

ください。専門の教員がご相談に応じます。来校されるの

が難しい方は電話やメールでの相談も受付ています。

夏休み子どもの

「きこえ」と「ことば」の相談会

　　　　　　　　　　

来年度の昭和町職員（一般職・土木職・保健師）採用にあたり、次のとおり採用試験を

実施いたします。

職種 区分 受験資格 住所要件
採用
予定
者数

事務職 Ⅰ
昭和 57 年４月２日から平成元年 4 月１日までに生ま
れた者で、大学を卒業した者及び卒業見込みの者並
びにこれらと同程度の学力を有する者

受験者本人または保
護 者（ 親 ） が 平 成
22 年 4 月 1 日 以 前
から引続き昭和町に
住所を有し、かつ、
住民基本台帳に記載
されていること

若干名

事務職 Ⅱ
昭和 60 年４月２日から平成 5 年 4 月１日までに生ま
れた者で、高校を卒業した者及び卒業見込みの者並
びにこれらと同程度の学力を有する者

土木職 Ⅰ
昭和 57 年４月２日から平成元年 4 月１日までに生ま
れた者で、大学を卒業した者及び卒業見込みの者並
びにこれらと同程度の学力を有する者

要件なし

保健師
昭和 57 年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1 日までに生まれた者で、
看護系大学または専門学校を卒業した者及び卒業見込みの者。
かつ、保健師免許を有する者及び保健師免許取得見込

平成 22 年度 昭和町職員採用試験のご案内

平成 22 年度甲府地区消防職員採用試験

初心者ゴルフ教室を開催します！

日　時　 8 月 2 日（月）・5 日（木）・9 日（月）・12 日（木）・

19 日（木）・23 日（月）・26 日（木）・30 日（月）

　　　　午後 7 時 30 分～（2 時間程度）

場　所　リバーサイドゴルフクラブ（昭和町築地新居）

参加料　10,000 円 /1 人（ボール代、保険料）

定　員　15 名（定員になり次第締切ります）

その他　各自ゴルフクラブ持参（お持ちでない方はご相談ください）

　お子さんの進学に必要な資金計画はお済ですか？

　大学や高等学校に入学する際には、入学金・授業料

のほか、施設設備費や制服代などの経費が必要です。

　県では、母子・寡婦家庭のお子さんの進学に必要な

資金計画について相談に応じています。まずはお早め

にお電話ください！

【母子・寡婦福祉資金　貸付限度額の例】

私立大学・自宅外通学の場合

○修学資金　月額 64,000 円

　（日本学生支援機構の奨学金との併用はできません。）

○就学支度資金　59 万円

【お問い合わせ・申し込みは】

県中北保健福祉事務所福祉課 児童家庭担当（☎ 237-1381）

母子・寡婦家庭の皆さんにお知らせ

日　時　7 月 14 日（水）～ 17 日（土）

　　　　午前 9 時～午後 5 時　（対象児　0 歳から）

場　所　県立ろう学校（山梨市大野 1009）乳幼児指導室

申 込 み　事前に電話かＦＡＸで日時を予約してください。

　（締切りは 7 月 9 日（金）午後 5 時まで）

問合せ　（☎ 0553-22-1378　ＦＡＸ 0553-22-6419）

　　　　　　E-mail　sodan@rogako.kai.ed.jp

　　　　　　「きこえとことばの相談支援センター」  

　　　　　　担当　手塚

＊ 費用は一切かかりません。＊完全個別予約制で、秘密は厳

守します。

＊ 電話や E-mail での相談も常時受付けています。ただし、

相談期間中はご遠慮ください。

＊この相談会は「ろう学校」入学とは関係ありません。

受付時間　午前９時～午後９時（土・日・祝日は午後６時まで）

● デジサポ山梨は、地上デジタル放送について皆さまの相談
や質問にお答えします。お気軽にお問い合わせください。

地上アナログ放送は

平成 23 年 7 月 24 日までに終了します

　山梨県企業局では、風や太陽の光を利用した工作をと

おして、電気の仕組やクリーンエネルギーに対する理解

を深めることを目的に「夏休み親子クリーンエネルギー

工作教室」の参加者を募集しています。工作は、ペット

ボトルソーラーカーやオルゴール風車を製作します。

日　　時　8 月 17 日 ( 火 ) ～ 21 日（土）5 日間

　　　　　（開催日により工作の内容が違います）

場　　所　発電総合制御所クリーンエネルギーセンター

募集対象　小学生（３年生～６年生）とその保護者２人１組

申込方法　7 月 20 日午前９時から電話による申込み。

　　　　　（各日 40 組　定員になり次第締め切ります）

問合せ先　発電総合制御所クリーンエネルギーセンター

　　　　　甲斐市竜王新町 2277-3（☎ 278-1211）

　　　　　E-mail　hatsuden@pref.yamanashi.lg.jp

夏休み

親子クリーンエネルギー工作教室

第 59 回 昭和町フィールド・ワーク教室

庭園を見る・学ぶ

日　時　7 月 22 日 ( 木 ) 午前 9 時～午後 4 時まで

集　合　中央公民館駐車場

定　員　20 名（定員になり次第締め切ります）

参加料　1,000 円（拝観料など）

申込み　7 月 5 日 ( 月 ) から電話にて受付け開始

　「百聞は一見に‥‥｣ と、現地で実物を見て、聞いて、味

わって、嗅いで、感じて学ぶのが ｢ フィールド ･ ワーク教

室 ｣ です ｡ 今年は、｢ 実物の良さと凄さを再認識する ｣ をテ

ーマに、7 月は南巨摩方面の ｢ 庭園 ｣ 観賞を予定しています。

参加人数に限りがありますので、早めにお申し込み下さい。

◆一般職　

○受付期間　7 月 20 日（火）～ 8 月 10 日（火）まで （受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分）

　※ 郵送、役場総務課窓口、もしくはインターネット「電子申請システム（やまなしくらしねっと）」での

受付を行います。インターネットの受付期間は 7 月 20 日（火）から 8 月 3 日（火）までとなります。

○第一次試験　　【日時・場所】　9 月 19 日（日）午前 9 時～　山梨県立大学　池田キャンパス

　　　　　　　　【試験内容】　教養試験〔択一式〕、事務適性検査、一般性格診断検査

○第二次試験　　【日時・場所】　11 月 1 日（月）　昭和町役場

　　　　　　　　【試験内容】　論述試験〔記述式〕、口述試験〔面接〕

◆土木職・保健師　

○受付期間　7 月 20 日（火）から 8 月 10 日（火）まで （受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分）

　※郵送、もしくは役場総務課窓口で受付を行います。インターネットでの受付は行いません。

○第一次試験　【日時・場所】　9 月 19 日（日）午後 1 時～　昭和町役場

　　　　　　　【試験内容】　専門試験〔択一式〕、事務適性検査、一般性格診断検査

○第二次試験　【日時・場所】　11 月 1 日（月）　昭和町役場

　　　　　　　【試験内容】　論述試験〔記述式〕、口述試験〔面接〕

　※試験案内の交付は 7 月 13 日（火）から昭和町役場総務課の窓口で行います。

■採用試験のお問合せは、役場総務課人事担当（☎ 275-8153）まで

◆採用職種および採用予定人数等

第 1 次試験日・試験会場　　8 月 7 日（土）午前 9 時～正午　「山梨学院大学」甲府市酒折 2 丁目 4-5

試験申込書などの配布　　6 月 21 日（月）～ 7 月 16 日（金）甲府地区消防本部、中央・南・西消防署・昭和町役場などで配布

試 験 申 込 み 受 付 期 間　　7 月 1 日（木）～ 16 日（金）午前 9 時～午後 5 時（土・日・祝日を除きます）

試 験 申 込 み 受 付 場 所　　甲府地区消防本部人事課（申込書の受付は、土・日・祝日を除きます）

試験区分・資格

試験区分・人員 受　験　資　格 備　　　考

消防吏員（消防士）

12 名程度

高等学校 平成元年 4 月 2 日以降生まれ 採用後に甲府市・甲斐市（旧竜王町・敷

島町に限る）・中央市および昭和町に居住

することの要件があります。

（詳しくは、お問い合わせください。）

短期大学
専修学校

昭和 62 年 4 月 2 日以降生まれ

大学 昭和 60 年 4 月 2 日以降生まれ

お問い合わせ　甲府地区消防本部人事課　甲府市伊勢３丁目 8 番 23 号　（☎ 222-1249）　担当　萩原・小池
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働く婦人の家

いきいき講座のお知らせ♪

開 講 場 所　韓国語講座 ▼総合会館 2 階 会議室

　エコクラフト教室 ▼総合会館 2 階 相談・講習室

受 講 料　無料（ただし、テキスト代・材料費は有料です）

受講対象者　町内在住の方（男女を問わず参加出来ます）

受付開始日　７月１日（木）～（定員になり次第締切ます）

申込み方法　電話受付（平日の午前９時～午後５時まで）

問 合 せ　福祉課ファミリーサポートしょうわ（☎ 275-8115）

講　座　名 講　師 準備するもの 日時・定員

入門 韓国語講座
スポーツやメディア

などで飛躍中の韓国。

同じアジア人として、

お隣の国の言葉や文

化に触れて、楽しく

学び、視野を広げて

みましょう。

山梨県立大学
韓国語講師

樋笠 恵子

筆記用具

テキスト代
300 円

7 月 15 日（木）
22 日（木）
29 日（木）

8 月 5 日（木）
12 日（木）
19 日（木）

午後 7 時 30 分～
9 時まで

15 名

国保ミニだより

排出量㎏

注　ゴミの排出量とは可燃ゴミと不燃ゴミの１ヵ月の合計です。アルミ缶などの資源ゴミは除いてあります。
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常永地区押原地区西条地区

　5 月は、先月と比較すると全体の収集量は約 11t の増とな
り、１世帯あたりの収集量では 1kg 増の 42 ㎏となりました。
引き続き Reduce（リデュース＝ゴミを出さない）Reuse（リ
ユース＝ゴミを再使用する）Recycle（リサイクル＝ゴミを
再利用する）の再確認、生ゴミの水切りやごみの分別を徹底
し、ゴミの減量を心がけましょう！！

各地区一世帯当たりのゴミ搬出量

平成 22 年度 自衛官等募集案内

　8 月からの講座をご案内します。センターでは皆さまの

ご参加をお待ちしております。

講座名・定員 開催日時 受付開始日

テニス教室　初 級

定員 30 名（全 13 回）

８月 5 日～ 11 月 4 日

毎週木曜日　PM8:00 ～ 

7 月 5 日（月）

AM ８:30 ～

テニス教室　中 級

定員 35 名（全 13 回）

８月 3 日～ 10 月 26 日

毎週火曜日　PM8:00 ～

7 月 6 日（火）

AM ８:30 ～

ヨ ガ 教室　入 門

定員 25 名（全 16 回）

８月 4 日～ 11 月 24 日

毎週水曜日　PM7:30 ～

7 月 7 日（水）

AM ８:30 ～

ヨ ガ 教室　初 級

定員 25 名（全 16 回）

８月 5 日～ 11 月 25 日

毎週木曜日　PM7:30 ～

7 月 8 日（木）

AM ８:30 ～

ヨ ガ 教室　中 級

定員 25 名（全 16 回）

８月 3 日～ 11 月 16 日

毎週火曜日　PM7:30 ～

7 月 9 日（金）

AM ８:30 ～

◇対象者　県内在住および県内の企業に勤務する 18 歳以上の方

◇受講料　各講座共に 5,000 円（テニス教室はボール代別途）

◇受　付　電話受付のみ（本人に限る）、定員になり次第締め切り。

◇問合せ　中巨摩地区広域事務組合勤労青年センター（☎ 273-6479）

勤労青年センターより

講座のお知らせ♪

受講
無料

　本年 6 月 18 日に改正貸金業法が完全施行され、借入

残高が年収の 3 分の 1 を超える場合、新規の借入れが

できなくなります。借金の返済は一人で

悩まず、お早めに相談を！

[ 多重債務相談窓口 ]

■関東財務局甲府財務事務所　（☎ 055-253-2261）

　　平日午前 8 時 30 分～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分

■山梨県県民生活センター　（☎ 055-235-8455）

　　平日午前 8 時 30 分～午後 5 時

※ 法律の詳しい内容は甲府財務事務所ホームページで

ご確認ください。

貸金業法が大きく変わります！

講　座　名 講　師 準備するもの 日時・定員

エコクラフト教室
クラフトひもを使っ

て夏向きのおしゃれ

なバッグを作ります。

初めての方も、楽し

く作れます。

エコクラフト講師

植松 一美

はさみ

筆記用具

材料費
1,000 円

7 月 7 日（水）
14 日（水）
21 日（水）
28 日（水）

午後 7 時 30 分～
9 時 30 分まで

15 名

募集種目 資格 受付期間 待遇・その他

陸 ･ 海 ･ 空
自衛官候補生
( 任 期 制 )

18 歳以上

27 才未満

の者
8 月 1 日

～
9 月 10 日

◆当初 3 カ月間は自衛官候補
生 ( 防衛省職員）として教育
を 受 け ､ 陸 上 は 1 年 9 カ 月、
海 ･ 空は 2 年 9 カ月を自衛官
として勤務。◆ 2 等陸 ･ 海 ･
空士任用時に一時金 (176,000
円 ) を支給※自衛官在籍期間
が 1 年 3 カ月未満で退職の場
合、償還金が発生。◆在職中
に各種資格免許の取得も可能。
また ､ 選考により 2 年を 1 任
期として引き続き勤務可能。

睦 ･ 海 ･ 空
一般曹候補生

◆陸 ･ 海 ･ 空士を養成する制
度で定年まで自衛官として勤
務が可能。◆ 3 曹昇任後、1
年で幹部への受験が可能◆各
種手当 ･ 制服 ･ 作業服 ･ 食事な
どの支給もしくは賞与。

海 ･ 空
航 空 学 生

高卒 ( 見込 )

21 歳未満

の者

◆高枚卒業後 ､ 最短でバイロ
ットヘ◆戦闘機 ･ 哨戒機 ･ 輸
送機 ･ ヘリコプターのパイロ
ットを養成◆事業用操縦手免
許の取得が可能◆入隊から 6
年後、３等海 ･ 空尉に任官。

看 護 学 生
( 男 ･ 女 )

高卒 ( 見込 )

24 歳未満

の者

9 月 6 日
～

10 月 1 日

◆「自衛隊中央病院高等看護
学院」に入学◆ 3 年間の教育
で正看護師を養成◆全寮制で
入学金 ･ 授業料 ･ 宿舎費は不
要 ､ 食事 ･ 制服類は支給◆国
家資格の合格率は 100% ◆キ
ャンパスは渋谷駅まで 1 駅

防 衛
大学校

推
薦

高卒 ( 見込 )
21 歳未満
の者で高
等学校長
の推薦が
必要

9 月 6 日
～

9 月 9 日

◆卒業時「学士 ｣ の学位が授
与◆卒業後約 1 年間の教育を
受け、3 等陸 ･ 海 ･ 空尉に任官
◆防衛大学校や国内外の大学
で修士 ･ 博士の取得が可能◆
パイロットヘ進むコースもあ
り、宇宙飛行士選抜試験合格
者も輩出。一

般

高卒 ( 見込 )

21 歳未満

の者

9 月 6 日
～

10 月 1 日防 衛
医科大学校

◆優秀な総合臨床医の養成◆
卒業後に約 6 週間の教育を受
け ､ 医師国家試験に合格後、2
等陸 ･ 海空尉に任官◆過去 5
年間の医師国家試験合格率は
98％医学研究科で医学博士の
学位取得も可能

高 等
工 科 学 校

中卒 ( 見込 )

17 歳未満

の者

11 月 1 日
～

1 月 7 日

◆全寮制で、規則正しい団体
生活を通じた教育を実施◆高
等学校の普通科と同等の教育
を受講◆将来のためのテクノ
ロジー教育を重視◆ 3 学年修
了時に高校卒業資格が得られ ､
防入の受験も可能◆入学から
約 4 年後に 3 等陸曹に昇任し、
定年まで勤務可能

お問い合わせ

　自衛隊山梨地方協力本部 南アルプス募集センター

　南アルプス市桃園 611-2　(☎ 283-5150)

　自衛隊山梨地方協力本部 募集課

　甲府市北新 1 丁目 7-9　　(☎ 253-1591)

自衛隊山梨 検索
⬇

☆一般家庭メンテナンス技能講習会

　ガラスやサッシ、網戸のメンテナンス、

襖、障子の張替えや、水回りの清掃等、

効率的な作業の方法を講義と実技で習得

します。

日　時　8 月 26 日（木）～土 ･ 日 ･ 月を除く 10 日間

会　場　南アルプス市「白根中央公民館」

対象者　60 歳代前半層を中心とする働く意欲のある方

受講料　無料

定　員　20 名

申込み　8 月 11 日 ( 水 ) まで

■以上の申込み、問合せは ･･･

　( 社 ) 山梨県シルバー人材センター連合会（☎ 228-8383）

受講生を募集します！

山梨県シルバー人材センターからのお知らせ

　食生活改善推進員会（食推）は全国組織の

ボランティアです。

　子どもからお年寄りまで、地域のすべての

人が明るく健やかに生活できるよう、「食」の面から応援

しています。

　今年は「バランスのよい食事は未来への健康貯金」をキ

ャッチフレーズに、生活習慣病予防・朝食の推進・食育等

を中心に、69 人の会員で取り組んでいます。

　一緒に食生活の大切さ、楽しさ、栄養につ

いて勉強し、自分・家族・地域の健康を考え

ていきませんか？

興味のある方はお気軽にご連絡ください！

参加資格　 町内にお住まいの女性で、下記の講習に参加で

きる方

内　　容　 来年度の「新人養成講座」に参加し、その後会

員として活動します。

■新人養成講座は次のとおりです。（予定）

開催時期　来年 7・8 月頃の開催予定

出席回数　8 回（月 1 回ペース）

料　　金　無料（講習料は町が負担します）

お問合せ　 興味のある方は「各地区の食生活改善推進員」

または「いきいき健康課（☎ 275-8785）」まで

ご連絡ください。

　　　　　※募集期間は今年の 9 月末までです！

食推の仲間になりませんか？

昭和町食生活改善推進員会

　甲府市上下水道局では、夏休みの行事として施設見学

（平瀬浄水場・浄化センター）を計画しました。

開催日時　７月 31 日（土）午前８時～正午頃【雨天決行】

定 員　40 名【定員になり次第締切ます】

対 象　給水区域内にお住まいの小学生とその親

参 加 費　無料

申込方法　７月 5 日（月）～ 20 日（火）電話にて受付

申込み先　甲府市上下水道局経営企画課（☎ 228-3319）

～ 参加者募集 ～

夏休み親子上下水道教室

あなたの「やさしさ」分けてください

西条地区会からのお知らせ

西条一区
西条二区

西条新田
清水新居

日　時　7 月 3 日 ( 土）・4 日 ( 日）

　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分

　　　　午後 0 時 30 分～午後 4 時

会　場　イトーヨーカドー甲府昭和店正面入口前

主　催　昭和町西条地区会

協　力　イトーヨーカドー甲府昭和店

　山梨県土地家屋調査士会が山梨県弁護士会の協力を得て

土地境界問題の解決を支援するセンターを設立しました。

「境界問題相談センターやまなし」

　甲府市国母 8 丁目 13 番 30 号（☎ 055-225-3737）

（予約受付時間）

　午前9時～正午/午後1時～4時　※完全予約制です。

　月曜日～金曜日（祝日は除く）

境界問題相談センターやまなし

献血の日

　町が医療機関などに支払った 5 月分の医療費は、

約 7,417 万 5 千円（前年同比 11.36% の増）です。

　医療費の増加を抑えるには、生活習慣を見直すこ

とが大切です。信頼のおける主治医をもちましょう。
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町の食推から バランスの良い食事は　未来への健康貯金

わが家のアイドル募集中！お申し込みは、企画財政課企画情報係（☎ 275-8154）まで

んなの広場み

（父）昭裕さん　（母）ゆりさん　（河西）

２歳になりおしゃべりが上手になって

きた夕愛 　これからもすくすく元気

に育ってね 

いつでも、どこでもニコニコ笑顔 ♥

たくさんの幸せが来ますように☆

三保 幸
ゆ く

来ちゃん
平成 21 年 6 月 14 日生

（父）幸英さん　（母）朋美さん　（押越）

石原 夕
ゆ あ

愛ちゃん
平成 20 年 3 月 23 日生

わ
が
家
の
”ア
イ
ド
ル
“

わ
が
家
の
”ア
イ
ド
ル
“

対象者　町内に住所を有する、1 歳未満の子供の保護者の方　利用料　無料
問合せ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

チャイルドシート
貸 与 事 業

■食生活改善推進員会 事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆材料（4 人分）
　＊なす ････････3 ～ 4 本
　＊青じそ ･･･････････8 枚
　＊ツナ缶 ･･･････150g
　＊すりゴマ ･･････ 大さじ 2

◆下ごしらえ

①なすはヘタを取り、縦に八つ切り位にして水にさらします。

②ゴマは、香ばしく煎って軽くすります。

③青じそは、千切りにして水に放って軽く絞ります。

④ツナは、余分な油を切っておきます。

⑤かけ汁を合わせます。

⑥油を切ったツナにかけ汁の半量を混ぜ合わせます。

蒸しなすのツナゴマソース

◆かけ汁
　＊砂糖 ･･･････････････ 小さじ 1
　＊しょうゆ ･････････ 大さじ 2
　＊ゴマ油 ････････････ 大さじ 2
　＊レモン汁又は酢 ････ 大さじ 2
　＊しょうが汁 ･･････ 大さじ 2

～今月は、西条一区食生活改善推進員会の米山さんから～

◆作り方

①なすを柔らかく蒸します。

②蒸したなすを皿に並べ⑥のツナをかけ、さらに残りのかけ
汁半量をかけます。

③千切りにした青じそを上に散らして出来上がり♥♥

あ

と

が

き

大募集！

▼
私
が
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一
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で
は
、
昔
か
ら
７
月

に
な
る
と
「
子
ど
も
相
撲
大
会
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が
行
わ
れ

ま
す
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体
の
小
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か
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た
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は
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い
つ
も
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ま
し
た
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さ
て
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ま
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「
新
人
養
成
講
習
」
を
は
じ

め
ま
す
！

仲
間
に
な
っ
て
、
食
生

活
の
大
切
さ
、
楽
し

さ
、
ま
た
栄
養
に
つ
い
て
勉

強
し
、
一
緒
に
健
康
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

（
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
今

月
の
広
報
誌
面
27
頁
右
上
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

食  推 からのお知らせ！
◆ひとこと◆

旬のナスを
たくさん食
べてね！




